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太平洋を一望！朱色に染まる山

田束山

山頂からは太平洋を一望

でき、毎年５月中旬から６月

上旬には、５万本のツツジが

咲き誇り、全山が燃えるよう

な朱色に染まります。

また、山頂にある 11 基の

経塚は、かの奥州藤原氏との

深いゆかりを今日に伝える

貴重な遺構です。

迫力満点！

神割崎

二つに割れた奇岩の間から荒波がしぶきを上げ

ながら押し寄せる様子は迫力満点。 全国の「白砂

青松百選」に選ばれ、例年２月中旬と 10 月下旬に

はちょうど岩の間から日の出を望むことができま

す。周辺には松林に囲まれた遊歩道があり、森林浴

をしながら海岸風景を楽しむこともできます。

～神割崎キャンプ場～

神割崎を筆頭に雄大な自然を全身に感じながら

キャンプができます。（11 月末～翌３月までは冬季

休業。）
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 ５年あれから  「宮城県南三陸町に思いを寄せて」

太平洋を一望！
朱色に染まる山　田束山
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か み わ り ざ き

迫力満点！　神割崎
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　山頂からは太平洋を一望
でき、毎年５月中旬～６月
上旬には５万本のツツジが
咲き誇り、全山が燃えるよ
うな朱色に染まる。
　山頂にある 11 基の経塚
は、かの奥州藤原氏との深
いゆかりを今日に伝える貴
重な遺構。

　二つに割れた奇岩の間から荒波が
しぶきを上げ押し寄せる様子は迫力
満点。全国の「白砂青松百選」に選
ばれ、例年２月中旬と 10 月下旬に
はちょうど岩の間から日の出を望む
ことができる。周辺には松林に囲ま
れた遊歩道があり、森林浴をしなが
ら海岸風景を楽しむこともできる。
～神割崎キャンプ場～
　神割崎を筆頭に雄大な自然を全
身に感じながらキャンプができる。

（11 月末～翌３月は休業）
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南三陸町

宮城県

観光スポット

宮城県北部、本吉郡に位置。
東は太平洋に面し、三方を
標 高 300 ～ 500 の 山 に 囲
まれ、海山が一体になって
豊かな自然環境を形成して
います。
面積：163.4 ㎢
年平均気温：11.1℃
町花：ツツジ
町木：タブノキ

絶景



リアスのきらめきが詰まった

名物「南三陸キラキラ丼」

南三陸が誇る A 級グルメ「南三陸キラキラ

丼」は、春夏秋冬で、それぞれ旬の新鮮な魚

介類を豪快に盛り込んだ丼ぶりです。お店に

よって具材も盛り付け方も様々で、参画店が

贅と彩を競いあうキラキラ丼。

３月１日から４月 30 日までのキラキラ丼

は色鮮やかな「キラキラ春つげ丼」。 （写真提供 南三陸町観光協会）

珍しい地元産の春野菜と、旬の海産物をたっぷりのせ見た目にも美しい丼ぶりが勢揃い

します。

毎月開催！

元気溢れる「南三陸福興市」

「福が興る市」という願いが込められ命名され、復興

のシンボルとなっている「福興市」。震災の翌月である

2011 年４月、地元の水産業者などがいち早い復興を目

指しこの市を開催しました。様々な旬の食材をテーマに

毎月開催しており、海産物や野菜などさまざまな地場産品が出店するほか、有志によるス

テージイベントも行われ、音楽やよさこいなどのパフ

ォーマンスも楽しめます。

そんな福興市、３月 27 日（日）は「春のワクワク鍋

まつり福興市」、４月 24 日（日）は「ホタテまつり福

興市」を開催！
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リアスのきらめきが詰まった　名物「南三陸キラキラ丼」

南三陸町
　佐藤仁町長

毎月開催！　元気溢れる「南三陸福興市」

　伊佐市民の皆さまには大変心温まる
ご支援を賜り、また、伊佐市の市役所
からは職員の皆さま方の派遣をこの震
災以来、ずっと継続して頂戴してござ
います。大変な復興事業の中でありま
すが、伊佐市から派遣された職員の皆
さま方には本当に一生懸命、仕事に励
んでいただいております。心から厚く
御礼を申し上げます。
　おかげさまで町は着実に復興へと進
んでおります。昨年は戸倉小学校及び
南三陸病院・総合ケアセンター南三陸
など、さまざまな公共施設が完成した
ほか、防災集団移転事業 20 地区 28
団地のうち、16 地区 20 団地が完成
しました。また、町内最大の志津川地
区東団地の東工区に第一号となる住宅
が再建し、入居者は新年を新しい住ま
いで迎えることが出来ました。本年は、
戸倉地区、歌津地区の子育て拠点施設、
南三陸町地方卸売市場の完成も予定さ
れており、昨年以上に復興が感じられ
る年になると期待しているところであ
ります。
　現在のまちづくりは、まさに未来へ
の礎であります。我々は東日本大震災
という未曾有の災害から復興を成し遂
げ、次世代に襷をつないでいかなけれ
ばなりません。地方創生や人口減少の
問題も取り沙汰されておりますが、こ
れからのこどもたちが誇れる町になる
よう、決して屈せず、立ち止まること
なく、全身全霊を傾注し、町政運営に
あたってまいります。
　皆さまの温かいご支援に応えるため
にも、住まいとなりわいの復興を全力
で進めてまいります。機会があれば、
ぜひ南三陸町に足をお運びください。
　まずは略儀ながらお礼の挨拶といた
します。

　南三陸が誇る A 級グルメ
「南三陸キラキラ丼」は、春
夏秋冬で、それぞれ旬の新
鮮な魚介類を豪快に盛り込
んだ丼ぶり。お店によって
具材も盛り付け方もさまざ
まで、参画店が贅と彩を競
いあうキラキラ丼。

　３月１日～４月 30 日のキラキラ丼は色鮮やかな「キラキラ春
つげ丼」。珍しい地元産の春野菜と旬の海産物をたっぷりのせた、
見た目にも美しい丼が勢揃い。

　「福が興る市」という願いを込め
て命名され、復興のシンボルとなっ
ている「福興市」。震災の翌月であ
る 2011 年４月、地元の水産業者
などがいち早い復興をめざしこの
市を開催した。旬の食材をテーマ
に毎月開催しており、海産物や野
菜などの地場産品が出店するほか、有志によるステージイベント

も行われ、音楽やよさこいなどのパ
フォーマンスも楽しめる。
□３月 27 日（日）
　「春のワクワク鍋まつり福興市」
□４月 24 日（日）
　「ホタテまつり福興市」
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昨年３月に閉校した大口南中学校は、							
「子育て支援」や「交流」、「産業振興」のための楽しい場所になりました。

利用したい人は、事前に施設（管理棟）の受付にある利用申請書で申込みしてください。
体育館・グラウンドは３月 31 日までは羽月校区コミュニティ協議会（☎㉒０３５５）
で管理しています。交流棟２階は現在工事中のため４月１日から利用できます。

◀写真は２月 6 日オープニングイベントの様子

紙漉き体験

高校生による地方創生政策の発表

カルソッツ

グラウンド

国道 267 号

正門グラウンド入口

大口　→←　曽木

体育館

管
理
棟

交
流
棟

駐
輪
場
あ
と

『ｅ - Ｇａ』は、鹿児島弁の「いいが」からきており、子育てから
地域産業という幅広さ、ある意味「何でもいいが」という気持ちと、
慣れ親しんだ南中（なんちゅう）という言葉を残したいということ
から、より親しみやすく呼びやすいリズムになるよう、
お二人の提案を合わせた愛称に決定しました。
　最優秀賞　鹿島 聖子さん（ 柳野自治会 ）
　　　　　　松元 直美さん（ 髙津原自治会 ）　

★

　　　が
決まりました！
愛称

石窯ピザ
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３月は空気が乾燥し火災が１年で最も発生しやすい時期です。
火の取扱いには十分注意してください。

大口地区内小・中学校の作品
大口ふれあいセンター２階展示場

３月１日（火）～７日（月）

菱刈地区内小・中学校の作品
市役所菱刈庁舎１階玄関ロビー

柿木太志（平出水小 1 年）
平瀬琉華（田中小 1 年）
本吉亮伍（田中小 2 年）
久保田明羅（湯之尾小 2 年）
横山愛実（田中小 3 年）
内村泰雅（湯之尾小 3 年）
清島梨音（大口小 3 年）
松野凌大（大口東小 4 年）
西結愛（湯之尾小 4 年）
山下七海（田中小 4 年）
永田眞寧（大口小 5 年）
西川明日香（南永小 5 年）
図師凌人（湯之尾小 6 年）
植木一喜（湯之尾小 6 年）
竹下陽菜（大口明光学園 1 年）
中村佳廉（大口中央中 1 年）
濱安佑（大口明光学園 2 年）
中原田夏音（大口明光学園 2 年）
中村涼香（大口明光学園 3 年）
田中亜由美（大口明光学園 3 年）

銅　賞銀　賞

竹内絢那（山野小 1 年）
前原謙志郎（羽月小 2 年）
髙嶋明花（南永小 3 年）
熊ヶ迫海利（羽月西小 4 年）
髙田勇生（山野小 5 年）
中島朋美（南永小 6 年）
清松小桃（大口中央中 1 年）
花井未来（大口中央中 2 年）

金　賞

上園さくら（羽月西小 6 年）
上村滴（大口中央中 2 年）

消防長賞

迫田詩音（田中小 1 年）
前畑音弥（田中小 5 年）
川添花恋（大口明光学園 1 年）

奨励賞

問い合わせ先　伊佐湧水消防組合消防本部　 ☎�０１１９

　伊佐湧水消防組合が、春季全国火災予防運動の一環とし
て募集した防火ポスターコンクールにおいて、次の方々が
入賞されました。（市内小・中学校のみ掲載、敬称略）

　メーターボックス内部の止水栓を閉め、水を止
めてから最寄りの水道修繕センターまでご連絡く
ださい。

　　万一破裂してしまったら

水漏れを自分で調べる方法
①家庭の蛇口をすべて閉める
②水道メーターを確認する
③左図矢印のパイロット（銀色の円盤状のもの）をよく見る
④パイロットが回っていたら漏水の可能性あり

大口地区水道修繕センター　☎㉓５３３３
菱刈地区水道修繕センター　☎㉖２８７０

　　連絡先

展示場所

展示期間

米澤優空（羽月小 1 年）
上園真由（羽月西小 2 年）
石原結愛（羽月小 2 年）
小原佑菜（湯之尾小 3 年）
下小薗大雅（山野小 3 年）	
山内駿太（牛尾小 4 年）
永田優依（大口小 4 年）
尾口陽菜（針持小 5 年）
住吉璃音（羽月西小 5 年）
上原悠羽（菱刈小 6 年）
小倉三月（大口明光学園 1 年）
長野琉那（大口中央中 1 年）
宮後百花（大口明光学園 2 年）
竹下心子（大口明光学園 3 年）
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行政からのお知らせ

歳　入　　32 億 360 万７千円

 保険料    ４億 2,536 万２千円

 国庫支出金    ８億 6,823 万２千円

 県支出金       4 億 6,333 万５千円

 支払基金交付金       8 億 7,416 万８千円

 繰入金    ５億 1,538 万４千円

 繰越金   5,663 万１千円

 諸収入ほか        　     49 万５千円

歳　出　　31 億 4,138 万５千円

 総務費     1 億 1,650 万５千円

 保険給付費    28 億 8,481 万９千円

 地域支援事業費      7,612 万７千円

 保健福祉事業費   682 万１千円

 諸支出金    5,701 万３千円

 基金積立金        　     　　10 万円

問い合わせ先　健康長寿課介護保険係　☎�１３１１

※給付費１％未満のサービス費は表示していません。

　介護保険は、介護が必要な人や介護する家族の負担を社会全体で支え、介護が必要になっても住み
慣れた地域で、できる限り自立した生活を送るためにつくられた制度です。
　皆さまに、保険給付の状況など保険財政の内容をご理解いただき、適正かつ健全な介護保険制度運
営を行うため平成 26 年度の実績を報告します。

平成 26 年度介護保険特別会計報告

　交通災害共済は、交通事故（自損事故・自転車による事故も含む）でけがをした場合などに、加入
者本人に見舞金が支払われる制度です。
　４月１日現在で伊佐市に住民登録・外国人登録している人なら、どなたでも
加入できます。万が一に備えて家族みんなで加入しましょう。
会　　費　１人 500 円
共済期間　４月１日～平成 29 年３月 31 日
※４月１日以降に加入した場合は、会費納付の翌日～平成29月３月31日
納付場所　市役所内の公金取扱所または市内の金融機関（ゆうちょ銀行は除く）
見舞金額　治療日数に応じて２万５千円～ 18 万円、死亡の場合は 100 万円
問い合わせ先　総務課交通消防防災係　☎㉓１３１１

交通災害共済に加入しませんか

総額  28 億 8,481 万９千円

在宅サービス
26％

地域密着型
サービス
19％

その他サービス
９％

施設サービス
46％
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飼い主の責任と義務

問い合わせ先　環境政策課環境保全係　☎㉒１０６０

問い合わせ先　伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第１係　☎㉙４１１３
ピッ

①大型犬、小型犬にかかわ
　らず、人に対する危害防止のため敷
　地内で飼育してください。
②オリ等の飼育施設を要する場合は、
　適当な広さの施錠可能なオリ等とし、
　幼児等が容易に近づいて開けられな
　い構造で設置してください。
③突発的な事故を防止するため飼育施
　設及び首輪、犬を繋ぐ器具等に欠陥
　がないか常に点検を行うようにして
　ください。
④飼い犬が粗暴にならないよう適度な
　運動をさせるなど日頃から適正な管
　理に努めてください。

⑤飼い犬を運動させるときには、危険防止の
　ために他人と必要な距離を保ち、制御でき
　る人がこれを行うようにしてください。
⑥雌の飼い犬は、妊娠中から出産後、粗暴に
　なりやすいので人が近寄らないように監視
　及び管理を十分にしてください。
⑦飼い犬が咬傷事故を起こした際には、速や
　かに大口保健所に届け出るようにしてくだ
　さい。
⑧飼い犬の登録と狂犬予防注射は、全ての犬
　が対象です。
⑨犬を散歩させる際には、フンを持ち帰るた
　めの道具を持参し、必ず回収してください。

犬を飼うときの注意点

高齢者の雇用

①定年年齢の 65 歳への引き上げ
② 60 歳以上の定年後、65 歳までの継続雇用制度の導入
③定年制度の廃止　

あなたの会社は希望者全員が 65 歳まで働ける制度になっていますか
　高齢者雇用安定法では、法定定年年齢を 60 歳以上としつつ、65 歳までの雇用確保措置として、
次のいずれかの措置の実施を事業主に義務付けています。（経過措置制度あり）

　事業主で①～③の雇用確保措置を
未実施の企業は早急に制度を導入し、
その内容を定めた就業規則等の改訂
をお願いします。

※平成27年６月１日現在、65歳までの雇用確保措置を実施している
　県内の企業割合は 98.6％（従業員 31 人以上規模を対象）30 人以下
　規模の企業についても義務付けられています。

問い合わせ先　国分公共職業安定所大口出張所　☎㉒８６０９

　近年、国内で飼い犬が散歩中に首輪から抜け、近くにいた高齢者を咬んで死亡させてしまう悲惨な
事故が発生しました。さらに隣国の台湾で飼い犬の狂犬病感染・発症が確認されています。
　このような事故等を未然に防ぐため、次のことに注意して犬を飼育しましょう。
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記録的寒波 氷点下 15.2 度（表紙）
　１月 24 日に降り始めた雪は夕方までに 25cm 積
もり、翌 25 日早朝には県内観測史上１位の最低気
温「－ 15.2℃」を記録しました。これまでの最低
気温は 1977 年２月 18 日の大口「－ 10.2℃」でした。
　寒波の影響で水道管が破裂し漏水したため、一時
は市内５千世帯が断水しました。各家庭には節水を
呼び掛け、病院や高齢者施設などには給水車を派遣
しました。
　修繕業者も不眠不休で作業を行いましたが、部品
が足りず修理を２週間以上待った家庭もありました。

　

　昨年 20 回の節目をもって終了した「氷の祭典 
アイスカービング in 伊佐」。
　今年から新たな実行委員会のもと氷像や氷のす
べり台の規模は小さくして、新しい伊佐の冬まつ
りとして「第１回アイスワールド in 伊佐」が行
われました。
　荒天が予想されたため会場を一部変更して開催
されましたが、趣向を凝らした氷と光の演出、芸
術的なステージショーは観客を魅了、伊佐を代表
する「食」も一堂に会し、あたたかい料理と酒に
酔いしれました。
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平出水小「半成人式」 地域コミュづくり推進
優良団体表彰

第 63 回県下一周駅伝

　平出水いなほ館で２月５日、平出水小学校
でたった１人の４年生 柿木ほのかさんの 10
歳を祝う「半成人式」が行われました。
　学校関係者はじめ地域住民ら 30 人が見守
る中、「お父さんいつも夜遅くまで家族のた
めにお仕事頑張ってくれてありがとう」など
家族への感謝の手紙を読み上げ、母ともみさ
んに手渡しました。
　ほのかさんは「小さい頃から本を読んでも
らったおかげで本が好きになりました。お母
さんのような学校司書になりたい」と発表し、
いなほ館の壁に将来の夢を書きこみました。

　２月５日、かごしま県民交流センターで県
コミュニティづくり推進大会が開催されまし
た。
　基調講演やパネルディスカッションのほか
優良団体表彰があり次の団体が受賞しました。
おめでとうございます。
■地域コミュニティ組織部門「会長賞」 
　牛尾校区コミュニティ協議会（写真）
■学校部門「優秀賞」
　伊佐農林高等学校

　２月、恒例の県下一周市郡対抗駅伝競走大
会が開催され、大会３日目 15 日に伊佐市を
通過しました。
　小雪がちらつく伊佐市役所前の沿道では、
大口小児童が同校の村田慎一教諭に向け懸命
に声援を送りました。
　選手たちは郷土の熱い思いをタスキにのせ
て、５日間で 53 区間およそ 590km の道の
りを駆け抜けました。

　

大口小学校  公開授業

　２月４日、大口小学校体育館にて英語の公
開授業が行われました。
　「将来の夢」を題材に、就きたい職業のた
ずね方、答え方などを学習しました。
　児童たちはたくさんの見学者を前に緊張し
た様子でしたが、数人で会話し合うグループ
ワークでは積極的に英語を使い、楽しみなが
ら取り組んでいました。
　公開授業のあとは、市内小中高等学校の教
員らで授業研究を行い、児童がより英語に慣
れ親しむ環境づくりの工夫などについて意見
交換しました。
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大口高校 OB 初優勝小さなオニの元気な豆まき

　２月３日「節分の日」、市役所大口庁舎に
みどり保育園、菱刈庁舎に本城幼稚園の園児
が豆まきにやってきました。
　手づくりのお面をかぶったかわいいオニた
ちは「鬼は外、福は内」と掛け声をかけなが
ら、悪そうな鬼に扮した職員に力いっぱい豆
をまきました。
　豆まきも終盤に差しかかった菱刈庁舎ロビ
ーでは、まさに鬼ごっこ状態。パワフルな園
児たちの活躍あって鬼は逃げるように退散し、
福を呼び込んでくれました。

　

卒業証書の紙すき体験

い - が　伊佐市総合交流拠点施設「ｅ - Ｇａなんち
ゅう」と命名された旧大口南中学校で２月５
日、本城小学校（写真）と南永小学校の児童
が、市章の透かし入り卒業証書の紙すき体験
をしました。
　上山製紙所（福井県）の柳瀬彦左衛門社長
と宇野紙店（東京都）の宇野裕次代表取締役
指導のもと、真剣な表情で世界に１つだけの
手づくり卒業証書を仕上げました。
　紙すき体験などの施設利用については、４
頁をご覧ください。

　

「KOBA トレ」継続

　平成 27 年度に田中小学校（写真）・大口
小学校などで試験導入した「KOBA 式体幹バ
ランストレーニング」の最後の授業がありま
した。
　サッカー日本代表の長友佑都選手らアスリ
ートの身体を見続けてきたプロトレーナー 
木場克己氏が、リハビリを目的に医学的視点
から考案した「KOBA トレ」は、子どもから
高齢者まで取り組めるトレーニングです。
　児童らは年４回の貴重な直接指導で学んだ
ことを毎日復習し１年間続けた結果、半数以
上の児童が昨年の体力テストより進歩したこ
とが確認できました。
　来年度も学校を変え「KOBA トレ」を継続
する予定です。

　２月７日、県立サッカー・ラグビー場にて
「第 11 回県出身高校別 OB 交流ラグビー大
会」が開催されました。
　予選から順調に勝ち進んだ大口高校 OB は
決勝で玉龍高校 OB と対戦、12 － 10 の僅
差で初優勝しました。
　予選①  24 －  ５ 加治木工業 OB
　　　②  47 －  ０ 鹿児島工業 OB（Ｂ）
　準決勝  32 － 12      〃     　　      （Ａ）
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認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
明
る
く
支
え
る

あなたらしく生きる「人生の年輪」
相談・問い合わせ先　健康長寿課地域包括支援係　☎�２３７７

　

認
知
症
の
基
礎
や
認
知
症
の
人

や
家
族
の
気
持
ち
に
つ
い
て
１
年

間
紹
介
し
ま
し
た
。
市
で
は
こ
れ

か
ら
も
認
知
症
に
対
す
る
支
援
策

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
ま
で
に
実
施
予

定
の
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
40
歳
以
上

の
在
宅
生
活
を
送
る
人
で
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
な
い
人
ま
た
は
中
断
し
て

い
る
人
に
対
し
、
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
自
宅
に
訪
問
し
、
受
診
や
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
な
が
る
よ
う

に
支
援
し
ま
す
。

②
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

　

医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
及

び
地
域
の
支
援
機
関
の
連
携
を
図

る
た
め
の
支
援
や
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
相
談
業

務
を
行
い
ま
す
。

③
認
知
症
カ
フ
ェ

　

認
知
症
の
人
や
家
族
が
地
域
の

人
や
専
門
家
と
情
報
を
共
有
し
、

お
互
い
を
理
解
し
あ
え
る
場
所
を

提
供
し
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
た

ら
い
い
か
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
か
疑
問
に
お
答
え
す

る
案
内
冊
子「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」

は
、
市
役
所
・
介
護
施
設
・
医
療

機
関
な
ど
に
あ
り
ま
す
。（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可
）

　

認
知
症
に
関
す
る
相
談
は
次
の

機
関
ま
で
。

◎
大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
大
口
庁
舎
）　

☎
㉓
２
３
７
７

◎
菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
菱
刈
庁
舎
）　

☎
㉖
１
３
０
７

◎
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
は
や
ひ
と　
　

　

☎
㉒
０
０
０
２

◎
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
す
ず
ら
ん　
　

　

☎
㉓
０
１
５
５

◎
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー　

　

☎
㉖
２
２
５
８

知っていますか「マイナンバー制度」
問い合わせ先　総務課行政係　☎�１３１１

内閣官房 社会保障改革担当室

内閣府 大臣官房 番号制度担当室

平成26年１０月版

愛称：マイナちゃん

内閣官房 社会保障改革担当室

内閣府 大臣官房 番号制度担当室

平成26年１０月版

愛称：マイナちゃん 

顔
写
真
付
き
で
身
分
証
明
書
に
も
な
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）
交
付
の
流
れ

制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先　

☎
０
１
２
０
・
９
５
・
０
１
７
８

※
平
日
９
時
30
分
～
22
時
・
土
日
祝
９
時
30
分
～
17
時
30
分

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

３
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談

２３

　

手
続
き
最
後
は
①
本
人
確
認
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
暗
証
番
号
を
設
定
③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

※
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い
て

　

く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
た
め
に

　

必
要
な
も
の
①
交
付
通
知
書
②
通
知
カ
ー
ド
③
交
付

通
知
書
に
記
載
し
て
あ
る
必
要
書
類

受
け
取
る
場
所

【
大
口
地
区
の
人
】
市
民
課
（
大
口
庁
舎
）

【
菱
刈
地
区
の
人
】
地
域
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）

※
手
続
き
に
は
10
分
～
15
分
か
か
り
ま
す
（
待
ち
時
間

　

別
）。
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
し
た
人
に
は

順
次
、
市
か
ら
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

生年月日

123456
1111
予想されやすいもの

かんたんな数字の並び

POST１
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

戦
後
70
年
「
縁
と
絆
」
記
憶
の
風
景
と
未
来
を
た
ど
る

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課
交
流
Ｐ
Ｒ
第
１
係　

☎
㉙
４
１
１
３

　

西
之
表
市
と
共
同
で
作
成
し
て
い
た

「
学
童
疎
開
記
念
誌
」
が
完
成
し
ま
し

た
。
記
念
誌
完
成
に
至
る
ま
で
当
時
を

知
る
人
に
話
を
う
か
が
い
、
両
市
を
つ

な
い
だ
縁
や
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に
つ

な
げ
る
た
め
に
、
次
代
を
担
う
高
校
生

ら
に
も
動
画
撮
影
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

作
り
で
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

▽
種
子
島
高
校
放
送
部
が
70
年
ぶ
り
の

　

再
会
に
密
着
し
た
動
画
（
九
州
高
校

　

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
・
テ
レ
ビ
部
門
優

　

勝
作
品
）
は
編
集
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ

　

記
念
誌
と
セ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

▽
大
口
明
光
学
園
中
学
・
高
校
か
ら
寄

　

せ
ら
れ
た
54
作
品
の
う
ち
４
点
が
最

　

終
審
査
に
残
り
、
両
市
長
に
よ
る
審

　

査
の
結
果
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決

高校１年 
猪野未晴さん

定
し
ま
し
た
。

　

種
子
島
の
西
之
表
か
ら
伊
佐
ま
で
直

線
で
約
１
５
０
km
。
小
学
校
２
年
生
～

６
年
生
の
児
童
ら
約
２
８
０
０
人
が
伊

佐
（
大
口
・
菱
刈
）
に
疎
開
し
ま
し
た
。

　

記
念
誌
に
掲
載
さ
れ
た
体
験
談
か
ら

当
時
の
生
活
や
家
族
へ
の
想
い
、
戦
争

の
悲
惨
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
同

時
に
つ
ら
い
時
代
を
と
も
に
過
ご
し
た

友
人
・
家
族
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
綴
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
４
版
１
０
０
頁
、
計
５
０
０
部
を

発
行
し
、
両
市
の
学
校
や
図
書
館
な
ど

に
配
付
し
ま
す
。

　

今
月
号
で
連
載
は
最
終
回
で
す
。
戦

後
70
年
、
語
り
継
ぐ
べ
き
歴
史
や
想
い

は
届
け
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

伊佐市花の桜と西之表

市花のテッポウユリを

組合せ、両市の結びつ

きの強さをリボンで表

現しました

※イラストレーター
 小門幸恵さん（Small 
　Gate Design）修整

学
童
疎
開
記
念
誌
「
つ
な
ぐ
」
～
語
り
継
ぎ
た
い
想
い
～

平
成
28
年
度　

警
察
官
Ａ　
　
　
　

採
用
試
験

（
大
学
卒
）

※
（　

）
内
の
年
齢
は
平
成
29
年
３
月

　

末
現
在
の
満
年
齢

受
付
期
間

　

３
月
28
日
（
月
）
～
４
月
13
日
（
水
）

※
郵
送
の
場
合
は
13
日
の
消
印
有
効

第
１
次
試
験　

５
月
８
日
（
日
）

試
験
内
容

　

教
養
試
験
、
論
文
試
験
、
身
体
一
般

検
査
、
実
技
試
験
（
武
道
の
み
）

試
験
会
場　

鹿
児
島
市

試
験
案
内
請
求
先

　

県
警
察
本
部
及
び
県
下
警
察
署

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

☎
０
９
９
・
２
０
６
・
２
２
２
０

　

http://w
w

w
.pref.kagoshim

a.jp/

　

police/

　

鹿
児
島
県
警
察
で
は
、
大
学
を
卒
業

ま
た
は
来
春
卒
業
見
込
み
の
人
を
対
象

と
し
た
警
察
官
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

受
験
資
格

○
警
察
官
Ａ
（
男
性
・
女
性
）

①
昭
和
60
年
４
月
２
日
（
31
歳
）
～
平

　

成
７
年
４
月
１
日
（
22
歳
）
に
生
ま

　

れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

　

学
（
４
年
生
以
上
の
も
の
）
を
卒
業

　

し
た
人
も
し
く
は
平
成
29
年
３
月
末

　

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
ま
た
は
こ

　

れ
ら
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

　

る
人

②
「
飛
び
級
・
飛
び
入
学
に
よ
る
大
学

　

卒
業
（
見
込
み
）
者
の
特
例
」

　

平
成
７
年
４
月
２
日
（
21
歳
）
～
平

　

成
11
年
４
月
１
日
（
18
歳
）
に
生
ま

　

れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

　

学
（
４
年
生
以
上
の
も
の
）
を
卒
業

　

し
た
人
ま
た
は
平
成
29
年
３
月
末
ま

　

で
に
卒
業
見
込
み
の
人

○
警
察
官
Ａ
（
武
道
）

　

右
記
の
①
②
に
該
当
す
る
男
性
で
、

　

柔
道
ま
た
は
剣
道
の
段
位
が
３
段
以

　

上
で
あ
る
こ
と
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問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係　

☎
�
１
３
１
１

　

最
近
「
あ
ん
人
は
、
あ
ん
ま

り
語
ら
ん
く
な
っ
た
ね
」「
元

気
が
な
か
ね
」
と
感
じ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

日
本
の
自
殺
者
数
は
、
平
成

25
・
26
年
で
３
万
人
を
下
回
り

減
少
は
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

鹿
児
島
県
全
体
の
中
高
年
自
殺

者
数
は
依
然
多
い
状
況
で
す
。

　

市
で
も
平
成
25
年
に
７
人
、

平
成
26
年
に
８
人
が
自
殺
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。（
警
察
統

計
か
ら
）

　

こ
こ
ろ
に
た
ま
っ
た
疲
れ
を

そ
の
ま
ま
に
す
る
と
、
心
身
に

さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
が
、
も
っ
と
も
不
幸
な
出

来
事
の
ひ
と
つ
が
自
殺
で
す
。

自
殺
は
、
個
人
の
自
由
な
意
思

や
選
択
の
結
果
で
は
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
心
理

的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で

す
。

　

自
殺
を
思
い
つ
め
た
人
は
、

悩
み
な
が
ら
も
何
ら
か
の
『
こ

こ
ろ
の
サ
イ
ン
』（
自
殺
の
サ

イ
ン
）
を
発
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
サ
イ
ン
に

対
し
、「
い
つ
も
と
様
子
が
違

う
」
と
い
う
周
囲
の
人
の
「
気

づ
き
」
が
と
て
も
大
事
で
す
。

⑴
気
づ
き

　

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ

　

い
て
声
を
か
け
る

　
「
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
の

で
心
配
だ
」
と
声
を
か
け
て
み

ま
し
ょ
う
。
声
を
か
け
る
こ
と

で
、「
あ
な
た
は
決
し
て
ひ
と

り
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

⑵
傾
聴

　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
耳

　

を
傾
け
る

　

話
を
じ
っ
く
り
聞
き
、
そ
の

気
持
ち
を
肯
定
的
に
受
け
止
め

自
殺
者
を
一
人
で
も
減
ら
す

た
め
に
今
あ
な
た
が
で
き
る

こ
と

る
と
、
そ
の
人
は
気
持
ち
が
落
ち
着
い
て
、
本
来
の
自
分
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
「
傾
聴
」
は
、
悩

み
を
聞
く
う
え
で
常
に
心
が
け
た
い
こ
と
で
す
。

⑶
つ
な
ぎ　

早
め
に
専
門
家
な
ど
に
相
談
す
る
よ
う
促
す

　

抱
え
込
ん
で
い
る
問
題
や
悩
み
を
解
決
す
る
方
法
を
知
ら
ず
に
、

死
を
選
ん
で
し
ま
う
こ
と
ほ
ど
残
念
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
専

門
家
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

⑷
見
守
り　

寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と
見
守
る

　

話
を
聞
い
た
→
専
門
家
を
紹
介
し
た
→
万
事
解
決
、
と
い
う
こ

と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
一
見
元
気
に
な
っ
た
よ
う
に
見
え
て
も
、

悩
み
は
繰
り
返
し
頭
を
占
め
る
も
の
で
す
。
本
人
が
完
全
に
乗
り

越
え
る
ま
で
、
長
期
間
見
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【相談窓口】

「鹿児島県自殺予防情報センター」
☎０９９・２２８・９５５８
相談日：月・木
時　間：９～ 12 時・13 ～ 16 時
※面接は電話予約が必要。

「鹿児島いのちの電話」
☎０９９・２５０・７０００
相談日：24 時間年中無休

「よりそいホットライン」
☎０１２０・２７９・３３８
相談日：24 時間年中無休
※17 頁をご覧ください。
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南三陸だより
Vol. 47

　

　

昨
年
4
月
に
南
三
陸
町
に
来

て
か
ら
、
早
く
も
1
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
整
地
中

だ
っ
た
市
街
地
に
南
三
陸
病
院

が
建
ち
、
住
民
の
住
宅
再
建
も

始
ま
り
、
何
も
な
か
っ
た
と
こ

ろ
に
街
の
形
が
見
え
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
月
、
市
街
地
に
あ
た
る
志

津
川
地
区
の
災
害
公
営
住
宅

（
集
合
住
宅
）
の
完
成
に
伴
い
、

入
居
者
に
入
居
の
た
め
の
補
助

制
度
な
ど
を
説
明
す
る
「
く
ら

し
の
懇
談
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
会
に
は
私
も
参
加
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
お
話
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
期
待
や
不
安
を
現

地
職
員
と
派
遣
職
員
一
丸
と

な
っ
て
受
け
止
め
、
少
し
で
も

解
決
で
き
る
よ
う
真
剣
に
取
り

組
む
姿
を
み
て
、
住
民
と
職
員

「
復
興
へ
の
切
な
る
願
い
」
を

改
め
て
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

南
三
陸
町
で
復
興
支
援
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
も
残

り
わ
ず
か
で
す
。
自
分
に
で
き

る
精
一
杯
を
南
三
陸
町
に
残
せ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
伊
佐
の

皆
さ
ん
も「
震
災
を
忘
れ
な
い
」

と
い
う
支
援
を
続
け
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
（
福
田
光
一
郎
）

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

先
月
の
「
南
三
陸
だ
よ
り
」

担
当
は
柏
木
聡
司
さ
ん
で
し
た
。

訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　

レ シ ピ

〈作り方〉　
①いりこは折れるくらいにから煎りする。
②出しがらがかくれるほどの水を入れて中
　火で煮る。
③②をＡで味付けし、①を入れて汁気がな
　くなるまで煮る。ごまを加え好みで一味
　を入れる。

生
Vol.65

「最後まで無駄にしない」

　
南三陸病院

　
災害公営住宅（建設中）

〈材　料〉（４人分）
茶の出しがら　300 ～ 400g
いりこ（子魚）    30g
白ごま　　　大さじ３
一味唐辛子　適宜

砂糖　　適量
みりん　適量
醤油　　適量

Ａ
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　今日は、ブルドーザー
のブルくんにとって大事
な日。元気いっぱいに工
事現場を駆け抜けます。
でもみんな、忙しそうに
仕事をしていて、ブルく
んはつまらなくなってし
まいました。仕事が終わ
り、帰ろうとすると…。

　秋のある日、大住
生を遂げた男の通夜
に親類たちが集まっ
た。一人ひとりが死
に思いをはせ、互い
を思い、家族の記憶
が広がって…。永遠
の時間が立ち上がる
奇跡の一夜を描く。

ブルくんのだいじなひ　キャンデス・フレミング

（出版：講談社） （出版：文藝春秋）

死んでいない者　滝口悠生

【　児　童　】
アカンやん、ヤカンまん 村上しいこ
おしいれ列車 最上一平
ひみつのとっくん 佐川芳枝

【　一　般　】
ガラパゴス　上下 相場英雄
その姿の消し方	 堀江敏幸
倒れるときは前のめり 有川浩
溺れる月 新野剛志

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　３月 26 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ

○

【３月の図書館カレンダー】

○
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伊佐市からのお知らせ

お
知
ら
せ

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日　
　

時　

３
月
13
日
（
日
）
10
時
～
16
時

会　
　

場　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　

第
４
会
議
室

内　
　

容

　

相
続
・
売
買
・
賃
貸
な
ど
土
地
建
物
の
権

利
問
題
、
貸
金
や
借
金
な
ど
お
金
の
ト
ラ
ブ

ル
、
悪
徳
商
法
被
害
、
成
年
後
見
そ
の
他
法

律
問
題
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
人
権
啓
発
・
市
民
相
談
係

☎
㉓
１
３
１
１

　

昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
伊
佐
市
高
齢
者

元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
商
品
券

へ
の
交
換
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
者

　

ポ
イ
ン
ト
手
帳
に
５
ポ
イ
ン
ト

以
上
を
獲
得
し
て
い
る
人

ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
期
間

　

３
月
１
日
（
火
）
～
25
日
（
金
）

商
品
券
へ
の
交
換
方
法

伊
佐
市
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請

司
法
書
士
会
無
料
法
律
相
談
会

ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か

　

過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
人
に
国
か
ら
補
償
金
（
和
解
一
時
金
）

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
療
養
所
に
入
所
し
た
こ

と
が
な
い
人
も
既
に
亡
く
な
ら
れ
た
人
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

補
償
金
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

訴
訟
の
手
続
が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

広告申
請
期
限　

３
月
31
日
（
木
）

相
談
窓
口

○
公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
ゆ
う
な
協
会

☎
０
９
８
・
８
３
２
・
９
５
２
８

○
法
律
事
務
所　

☎
０
９
８
・
９
３
８
・
４
３
８
１

○
厚
生
労
働
省
難
病
対
策
課

☎
０
３
・
５
２
５
３
・
１
１
１
１

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
感
染
し
発
病
す
る
こ
と

が
極
め
て
稀
な
病
気
で
す
。
優
れ
た
治
療
薬

で
完
治
し
ま
す
。
身
体
の
変
形
は
後
遺
症
に

す
ぎ
ず
、
早
期
に
治
療
す
れ
ば
身
体
に
障
が

い
が
残
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

偏
見
や
差
別
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
口
座
振
替
に

す
る
と
、
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省

け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
振

替
納
付
す
る
こ
と
で
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る

早
割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り
割
引
額
が
多

い
６
か
月
前
納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
も

あ
り
大
変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
①
納
付
書
ま

た
は
年
金
手
帳
②
預
金
通
帳
③
金
融
機
関
届

出
印
を
持
参
の
う
え
、
金
融
機
関
、
年
金
事

務
所
、
市
役
所
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
市
民
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

国
民
年
金
は
口
座
振
替
が
お
得

　

ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
窓
口
で
確
認
し
、「
商

品
券
交
付
決
定
通
知
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

そ
の
後
、
商
品
券
と
交
換
で
き
ま
す
。

手
帳
の
更
新

　

平
成
26
・
27
年
度
に
交
付
し
た
手
帳
（
黄

色
）
は
、
平
成
28
年
度
の
手
帳
（
青
色
）
へ

の
更
新
が
必
要
で
す
。

　

次
の
窓
口
に
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
交
換
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
地
域
包
括
支
援
係（
大
口
庁
舎
）

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係
（
菱
刈
庁
舎
）

☎
㉓
１
３
１
１

　

公
衆
用
の
道
路
上
に
樹
木
や
生
垣
が
張
り

出
し
覆
い
か
ぶ
さ
る
と
通
行
に
支
障
を
き
た

す
だ
け
で
な
く
、
折
れ
木
・
倒
木
・
落
葉
な

ど
が
原
因
で
事
故
を
起
こ
す
危
険
性
も
あ
り

ま
す
。

◎
私
有
地
か
ら
張
り
出
し
て
い
る
樹
木
等
は

　

土
地
所
有
者
に
所
有
権
が
あ
る
た
め
、
市

　

で
伐
採
・
枝
払
い
等
は
で
き
ま
せ
ん
。（
緊

　

急
時
を
除
く
）

◎
折
れ
木
・
落
葉
等
が
原
因
で
事
故
が
発
生

　

し
た
場
合
に
、
樹
木
所
有
者
の
責
任
を
問

　

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
民
法
第
２
３
３
条
、
第
７
１
７
条
、
道
路

　

法
第
43
条
か
ら

　

歩
行
者
や
自
動
車
等
が
安
全
に
通
行
で
き

る
よ
う
に
、
所
有
者
の
管
理
・
責
任
に
お
い

道
路
上
に
張
り
出
す

樹
木
の
伐
採
・
竹
林
剪
定
の
お
願
い

て
早
め
の
処
置
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
道
路
維
持
・
施
設
管
理
係

☎
㉓
１
３
１
１
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ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。
通
話
料
は
無
料
で
す
。

相
談
内
容

　

生
活
、
仕
事
、
住
居
、
自
殺
念
慮
、
家
庭
、

お
金
、
病
気
、
障
が
い
、
犯
罪
、
性
、
Ｄ
Ｖ
・

性
暴
力
、
子
ど
も
、
法
律
・
法
的
手
続
き
、

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
24
時
間
年
中
無
休
電
話
相
談
）

霧
島
さ
わ
や
か
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
早
春

編　
「
高
千
穂
峰
」
に
登
ろ
う

日　
　

時　

３
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
14
時

場　
　

所

　

高
千
穂
河
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

対　
　

象　

自
力
で
歩
け
る
県
民

定　
　

員　

先
着
50
人

参
加
費

　

一
人
１
０
０
円
（
傷
害
保
険
代
等
）

申
込
期
限　

３
月
５
日
（
土
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
霧
島
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
５
・
７
８
・
２
８
１
５

日　　時　３月 20 日（日）９:30 スタート
集　　合　田中ふるさと館
参 加 費　大人 1,000 円　高校生以下 500 円
　　　　　（昼食代含む）
申込期限　３月 11 日（金）
問い合わせ先　事務局　☎㉖５２８８

日　　時　３月 13 日（日）10:30 スタート
集　　合　針持青少年センター
参 加 費　大人 1,500 円　子ども 500 円
　　　　　（昼食・入浴代含む）
申込期限　３月４日（金）
問い合わせ先　事務局　☎�２６６２

３月イベント情報コミュニティ
協議会主催

◎第 19 回ウォーク in 田中

◎第９回秀吉の道「ウォーク in 針持」

日　　時　３月 13 日（日）10:00 ～ 15:30
会　　場　本城校区集会施設周辺
内　　容　おきな草苗販売・絵手紙コンテスト
　　　　　表彰式・芸能発表など
問い合わせ先　事務局　☎㉖４６３９

◎第 12 回本城おきな草春祭り

※情報提供のあったイベントを掲載しています。

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
が
課
税
の

基
準
日
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
３
月
31
日
ま

で
に
廃
車
等
の
手
続
き
が
行
わ
れ
な
い
場
合

は
、
次
年
度
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

毎
年
、
廃
車
・
名
義
変
更
等
の
手
続
き
が

遅
れ
、
課
税
と
な
る
例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
売
却
、
譲
渡
、
盗
難
、
廃
車
、
解
体

等
で
使
用
・
所
有
し
て
い
な
い
車
両
が
あ
る

場
合
は
、
速
や
か
に
廃
車
ま
た
は
名
義
変
更

等
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

軽
自
動
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
等

の
廃
車
手
続
き

税
務
課
（
大
口
庁
舎
）・
地
域
総
務
課
（
菱

刈
庁
舎
）
で
手
続
き
す
る
車
種

○
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc
以
下
）

○
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
ト
ラ
ク

　

タ
ー
等
）

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民
税
係　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

軽
自
動
車
検
査
協
会
鹿
児
島
事
務
所
及
び
鹿

児
島
県
軽
自
動
車
協
会
で
手
続
き
す
る
車
種

○
軽
三
輪

○
軽
四
輪

○
軽
二
輪（
１
２
５
cc
超
～
２
５
０
cc
以
下
）

問
い
合
わ
せ
先

軽
自
動
車
検
査
協
会

☎
０
９
９
・
２
６
２
・
０
６
０
６

軽
自
動
車
協
会

☎
０
９
９
・
２
６
１
・
４
０
１
１

鹿
児
島
運
輸
支
局
で
手
続
き
す
る
車
種

○
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
２
５
０
cc
超
）

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
運
輸
支
局

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
８
９

行
政
・
そ
の
他
の
諸
手
続
き
、
教
育
、
人
間

関
係
、
外
国
籍
、
被
災
地
・
原
発
、
そ
の
他

　

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
。
相
談
し

た
い
こ
と
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

1
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
気
持

　

ち
や
悩
み
を
聞
い
て
欲
し
い
人

2
外
国
語
に
よ
る
相
談

3
性
暴
力
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

　

ス
な
ど
女
性
の
相
談

4
性
別
や
同
性
愛
に
関
わ
る
相
談

5
自
殺
を
考
え
る
ほ
ど
思
い
悩
ん
で
い
る
人

8
被
災
者
で
困
っ
て
い
る
人

※
携
帯
電
話
、
公
衆
電
話
も
利
用
可
。

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０
・
２つ

な

ぐ
７
９
・
３さ
さ
え
る
３
８

　

3
月
11
日
～
4
月
10
日
は
「
危
険
ド
ラ
ッ

グ
・
シ
ン
ナ
ー
等
乱
用
防
止
強
調
月
間
」で
す
。

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
乱
用
す
る
と
、
お
う
吐

や
け
い
れ
ん
、
意
識
消
失
な
ど
が
起
き
、
死

亡
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
精
神

へ
影
響
を
及
ぼ
し
、
自
分
の
意
思
で
乱
用
を

や
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
の
薬
物
に
対
す
る
認
識

を
深
め
、
好
奇
心
な
ど
か
ら
安
易
に
手
を
出

さ
な
い
よ
う
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
場
で
乱
用
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

危
険
ド
ラ
ッ
グ
・
シ
ン
ナ
ー
等
乱
用

防
止
強
調
月
間

大
口
保
健
所　
　
　
　
　
　

☎
㉓
５
１
０
３

県
保
健
福
祉
部
薬
務
課

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
２
８
０
４
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伊佐市からのお知らせ

　

四
輪
等
の
軽
自
動
車
は
初
度
検
査
月
日
及

び
燃
料
の
種
類
に
応
じ
て
税
率
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
二
輪
車
等
も
新
税
率
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
広
報
い
さ
11
月
15
日
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民
税
係　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

河
川
改
修
工
事
の
建
設
発
生
土
を
受
入
れ
る

候
補
地
を
公
募
し
ま
す
。

公
募
対
象　

法
人
・
個
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

　

建
設
課
（
菱
刈
庁
舎
）
に
あ
る
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
入
条
件

①
受
入
れ
は
無
償

②
受
入
土
量
は
原
則
と
し
て
１
万
立
方
メ
ー

　

ト
ル
以
上

③
法
令
上
の
許
可
を
取
得
（
農
地
法
・
林
地

　

法
等
の
許
可
）

※
土
砂
の
運
搬
に
よ
っ
て
農
地
の
用
途
が
変

　

わ
る
場
合
に
は
農
業
委
員
会
に
届
け
出
が

　

必
要

④
大
型
ダ
ン
プ
（
10
ｔ
車
）
で
の
搬
入
が
可

　

能
⑤
受
入
者
は
土
質
を
指
定
で
き
な
い

⑥
建
設
発
生
土
の
運
搬
及
び
敷
き
均
し
の
み

　
（
転
圧
や
締
固
め
は
行
い
ま
せ
ん
）

⑦
受
入
れ
地
の
雨
水
処
理
施
設
（
側
溝
・
暗

　

渠
等
）
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
の
負
担

⑧
受
入
れ
地
と
走
路
の
支
障
木
伐
採
に
つ
い

　

て
は
、
原
則
地
権
者
の
負
担

※
そ
の
他
疑
義
が
あ
る
場
合
は
協
議
し
ま
す
。

決
定
方
法

　

申
請
場
所
や
諸
条
件
を
考
慮
し
、
川
内
川

河
川
事
務
所
と
協
議
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
道
路
維
持
・
施
設
管
理
係

☎
㉓
１
３
１
１

　

国
土
交
通
省
川
内
川
河
川
事
務
所
が
行
う

河
川
改
修
に
伴
う
建
設
発
生
土
の
無

償
受
入
れ
候
補
地
の
公
募

募　
　

集

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。
自

分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

健
康
づ
く
り
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

日　
　

時　

３
月
12
日
（
土
）
10
時
～
15
時

場　
　

所　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

測
定
内
容　

脳
年
齢
・
血
管
年
齢
な
ど

測
定
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

県
国
民
健
康
保
険
連
合
会
事
業
課
企
画
広
報

係　
　
　

☎
０
９
９
・
２
０
６
・
１
０
３
４

あ
な
た
の
脳
・
血
管
年
齢
は
い
く
つ

平
成
28
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の
税

率
が
変
わ
り
ま
す

　

伊
佐
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
ふ
れ
あ

い
献
血
を
行
い
ま
す
。

日　
　

時　

3
月
13
日
（
日
）
9
時
～
16
時

場　
　

所　

鹿
児
島
銀
行
大
口
支
店
駐
車
場

※
献
血
し
た
人
に
卵
1
パ
ッ
ク
を
差
し
上
げ

　

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

「
春
の
市
」
で
４
０
０
ml
献
血

　皆さんおめでとうございます。（敬称略）
◉ 川畑　喜藏
　〈推薦者：伊佐市コミュニティ連絡協議会〉
◉ 吉野　克彦
　〈推薦者：山野校区コミュニティ協議会〉
◉ 白石　正子
　〈推薦者：山野校区コミュニティ協議会〉
◉ 白坂　好孝
　〈推薦者：山野校区コミュニティ協議会〉
◉ 久木元　清彦
　〈推薦者：羽月西校区コミュニティ協議会〉
◉ 山下　照美
　〈推薦者：羽月校区コミュニティ協議会〉
◉ 宮下　壽夫
　〈推薦者：曽木校区コミュニティ協議会〉
◉ 児玉　妙子
　〈推薦者：針持校区コミュニティ協議会〉
◉ 甲斐　隆喜
　〈推薦者：牛尾校区コミュニティ協議会〉
◉ 尾上　芳子
　〈推薦者：伊佐市食生活改善推進員会〉
◉ 徳辺高齢者クラブ
　〈推薦者：伊佐市老人クラブ連合会〉

伊
佐
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
㉒
５
０
６
６

３
月
の
伊
佐
自
然
体
験
活
動

～
鳥
神
岡
に
登
ろ
う
～

　
「
伊
佐
富
士
」
と
も
い
わ
れ
る
鳥
神
岡
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
　

時　

３
月
20
日
（
日
）
10
時
～

集
合
場
所

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
大
口
里
保
育
園
横
）

対
象
者

　

未
就
学
児
〜
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

参
加
費　

無
料

準　
　

備

　

山
登
り
し
や
す
い
服
装
、
登
山
靴
ま
た
は

運
動
靴
、
手
袋
、
お
弁
当
、
水
筒
、
タ
オ
ル

※
雨
天
中
止

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
３
月
13
日（
日
）

　

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　

☎
０
８
０
・
２
７
８
２
・
１
１
３
９

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

社会教育功労者・団体表彰
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広告

＜問い合わせ＞水俣市土地開発公社
（水俣市役所３階都市政策課内）

�0966-61-1618

・地目/宅地 ・用途地域/第1種中高層住居専用地域
・建ぺい率/60 ・容積率/200

・交通/みなくるバス停留所【祇園神社前】徒歩7分

★★★★うめどうめどうめどうめど夕陽夕陽夕陽夕陽がががが丘団地丘団地丘団地丘団地

家家家家 づ く り のづ く り のづ く り のづ く り の 補 助 金補 助 金補 助 金補 助 金 をををを 使使使使 っ てっ てっ てっ て
家家家家 をををを 建建建建 て る と おて る と おて る と おて る と お 得得得得 で すで すで すで す !

【平成２７年度】エコ住宅補助金、太陽光発電設備

・地目/宅地
・用途地域/指定なし
・建ぺい率/70

●●●●月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉ニュータウンニュータウンニュータウンニュータウン

店 舗 ・ 福 祉 関 係
用 地 も あ り ま す ！
ご 相 談 く だ さ い 。

B-5 261.12 9,998

B-6 260.84 10,173

C-5 260.78 9,976

C-6 260.61 10,382

C-11 260.61 10,169

C-12 260.80 10,182

設置費への補助金（上限30万円）、太陽熱温水器設
置費への補助金（上限7万円）などがあります。（い
ずれも予算が無くなり次第終了/条件あり）

・建ぺい率/70

・容積率/400

・交通/みなくるバス停留所
【月浦団地前】徒歩１分

C-14 261.06 10,082

C-17 303.68 9,914

D-5 310.26 8,538

（
１
月
４
日
～
１
月
29
日
受
付
分
）

荒
平　

彩さ
な凪
（
学
・
荒
平
）

下
笠　

唯ゆ
い
と翔
（
晃
史
・
高
校
西
）

髙
見　

ふ
た
ば
（
真
吾
・
西
水
流
）

竹
村　

晃こ
う
が駕
（
郡
・
本
町
）

谷
山　

ほ
づ
み
（
勇
気
・
下
之
馬
場
）

中
村　

桜さ
く
ら
こ子
（
史
朗
・
下
目
丸
）

原
口　

寿す

ず

か
珠
花
（
航
平
・
鳥
巣
下
）

原
口　

愛め
い
さ彩
（
拓
也
・
北
俣
団
地
）

前
田　

彩あ
い衣
（
慎
一
・
駅
前
）

山
下　

仁に

い

な
衣
奈
（
竜
二
・
共
進
）

山
下　

友ゆ
う
と翔
（
健
太
・
重
留
東
）

塚
元　

花は

ゆ

か
優
果
（
真
司
・
篠
原
）

　

○田中小学校（写真）　○平出水小学校

　
　

　
　　　  伊佐さわやかあいさつ運動

２月活動

（
１
月
２
日
～
１
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

笠
作　

ミ
チ
子　
　

85
（
浜
里
）

加
治
屋　

ユ
キ
ヱ　

88
（
篠
原
）

久
保　

マ
サ　
　
　

95
（
上
元
町
）

佐
山　

巽　
　
　
　

90
（
緑
ヶ
丘
）

瀬
戸
山　

マ
サ
子　

84
（
朝
日
団
地
）

園
田　

市
郎　
　
　

81
（
舟
ノ
川
）

中
藤　

實
好　
　
　

89
（
上
元
町
）

二
反
田　

タ
ミ
子　

86
（
松
ノ
口
）

兒
玉　

學　
　
　
　

87
（
永
池
）

田
之
上　

昇　
　
　

88
（
本
城
麓
）

田
平　

逸
也　
　
　

72
（
青
木
元
）

山
神　

愛　
　
　
　

93
（
柳
野
）

　

馬
門　

キ
ラ　
　
　

89
（
水
ノ
手
）

松
元　

美
治　
　
　

77
（
稲
荷
町
）

村
岡　

長
秋　
　
　

88
（
こ
と
ぶ
き
園
）

山
野
地
区

大
迫　

充
久　
　
　

68
（
小
木
原
下
）

丸
田　

澄
子　
　
　

88
（
本
町
）

羽
月
地
区

切
通　

政
治　
　
　

78
（
山
之
口
）

千
葉　

ク
ニ　
　
　

94
（
萩
谷
）

冨
田　

秀
雄　
　
　

96
（
白
木
）

丸
田　

隆
照　
　
　

81
（
田
代
）

宮
元　

與
津
雄　
　

74
（
冨
士
）

𠮷
元　

百
枝　
　
　

92
（
八
代
）

西
太
良
地
区

内
山　

義
光　
　
　

87
（
後
村
）

本
釘　

ヨ
リ
子　
　

85
（
田
代
）

菱
刈
地
区

飯
園　

操　
　
　
　

97
（
下
名
）

海
老
原　

シ
カ
ノ　

94
（
本
町
）

立
和
名　

豊　
　
　

91
（
楠
本
）

德
留　

ケ
サ
ギ
ク　

103
（
下
名
）

長
野　

文
雄　
　
　

80
（
大
山
口
）

永
吉　

キ
ヨ
子　
　

88
（
東
市
山
）

野
毛　

省
一　
　
　

82
（
山
田
中
原
）

野
下　

イ
チ　
　
　

90
（
川
北
麓
中
）

春
山　

重
光　
　
　

80
（
前
目
下
）

藤
井　

利
彦　
　
　

69
（
下
手
仲
間
）

古
川　

哲
彌　
　
　

85
（
本
町
）

本
砥　

幸
子　
　
　

96
（
上
内
之
宮
）

本
城
地
区

木
村　

陽
子　
　
　

79
（
楠
原
下
）

断
水
被
害
に
支
援

断
水
で
困
っ
て
い

る
住
民
に
対
し
市
内

企
業
・
団
体
が
水
汲

み
場
を
給
水
所
と
し

て
開
放
。
株
式
会
社

財
宝
（
鹿
屋
市
）
か

ら
は
同
社
の
12
ト
ン

給
水
車
と
運
転
手
を

派
遣
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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■
発

行
／

伊
佐

市
役

所
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
　

　
　

　
　

　
　

　
          Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

http://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
編

集
／

伊
佐

PR
課

     Tel 0995-29-4113　
 ■

印
刷

／
㈲

大
口

新
生

社
印

刷

　

編
集
後
記

人口のうごき

H28. ２. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

１
月
の
積
雪
・
凍
結
は
驚
き
ま
し
た
。
寒
波
が

く
る
前
日
の
報
道
で
は
路
面
凍
結
や
農
作
物
被
害

に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
暖
冬
か
ら
よ

う
や
く
冬
ら
し
い
冬
が
く
る
の
か
し
ら
、
通
勤
時

は
注
意
し
な
き
ゃ
…
程
度
の
考
え
が
甘
か
っ
た
。

「
ま
ち
の
話
題
」
に
も
掲
載
し
た
と
お
り
約
40
年

ぶ
り
に
県
内
観
測
史
上
最
低
気
温
を
更
新
。
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
寒
波
で
水
道
管
が

破
裂
し
、
漏
水
で
配
水
地
の
水
位
が
上
が
ら
ず
断

水
し
た
た
め
住
民
生
活
を
直
撃
し
ま
し
た
。
雪
を

溶
か
し
て
水
不
足
を
し
の
い
だ
り
、
企
業
な
ど
が

開
放
し
た
水
汲
み
場
に
行
列
が
で
き
た
り
し
ま
し

た
。
水
位
を
正
常
に
回
復
さ
せ
る
た
め
空
き
家
の

漏
水
調
査
や
各
家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
す

る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
断
水
し
た
地
域
の
皆

さ
ん
は
大
変
な
ご
苦
労
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
水

道
課
で
は
水
道
料
金
の
減
額
に
つ
い
て
対
象
と
思

わ
れ
る
世
帯
に
個
別
通
知
を
し
ま
し
た
。
修
理
し

た
領
収
書
な
ど
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
破
裂
か
ら
10
日
後
、
わ
が
家
の
水
道
管

も
修
理
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。
温
泉
通
い
も
良
か

っ
た
け
れ
ど
、
蛇
口
か
ら
出
る
水
を
し
み
じ
み
眺

め
感
謝
す
る
毎
日
で
す
。

総人口　27,552 人　  （－       32）
　男　　12,755 人　  （－       18）
　女　　14,797 人　  （－       14）
世帯数　13,809 世帯  （－       14）

検索

　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプ
　レゼントが当たります。
　当選者の発表は商品の発
　送をもってかえさせてい
　ただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

㉒９４２０
koho@city.isa.lg.jp

伊
佐
市
に
住
ん
で
４
年
、
冬
に
は
慣
れ
た
は
ず

な
の
に
今
年
１
月
の
大
雪
に
は
本
当
に
驚
き
ま
し

た
。
私
も
主
人
も
２
日
間
、
会
社
に
行
け
ず
困
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
い
つ
も
の
よ
う
に
ポ

ス
ト
に
は
新
聞
が
配
達
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
こ

に
も
行
け
ず
情
報
も
わ
か
ら
ず
不
安
だ
っ
た
私
た

ち
は
、
い
ち
早
く
新
聞
で
現
状
が
わ
か
り
本
当
に

助
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
大
雪
の
中
、
新
聞
を
配

達
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
で
す
。
伊

佐
市
の
冬
は
寒
い
で
す
が
人
の
心
は
温
か
い
で
す

ね
。　
　
　
　
　
　
　
（
羽
月　

三
毛
猫　

50
代
）

先
日
ゴ
ミ
出
し
に
行
っ
た
と
き
の
事
で
す
。
日

頃
か
ら
分
別
だ
け
は
し
っ
か
り
し
て
い
た
の
で
す

が
、
先
週
私
の
出
し
た
ゴ
ミ
が
一
つ
だ
け
取
り
残

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
何
故
？
と
思
い
確
認
し
て
み

た
と
こ
ろ
、
空
き
缶
が
ひ
と
つ
、
結
び
目
の
隙
間

か
ら
押
し
込
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。
誰
か
の
軽
率

な
行
動
に
心
が
痛
み
ま
し
た
。
ゴ
ミ
と
は
い
え
、

き
っ
と
泣
い
て
い
た
事
で
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と
り

が
責
任
を
持
っ
て
し
っ
か
り
分
別
し
て
欲
し
い
と

い
う
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

（
本
城　

り
ん
ご
舞
姫　

50
代
）

４
月
号
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

カット干し椎茸（100g）
（特産協会提供）

　６時間かけて家族でつくっ
た「かまくら」。まちは大雪
で大変だったけど子どもたち
には楽しい思い出。
（大口　月のうさぎ　30 代）    

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ


